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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第１号 教育部学校教育課 

令和６年９月 19 日提出 (課長)上條 貴芳  (担当)堀内 雅文   

  

タイトル 安曇野市学校運営協議会委員の解任及び任命について 

決定を要する事項の内容 委員の任免に係る協議 

要旨 

安曇野市学校運営協議会委員の辞任に伴い、新たに学校長から推

薦のあった者を学校運営協議会委員に任命することについて協

議するもの。 

 

１ 解任について 

(１) 解任する委員  
選出区分 氏 名 所属等 

1 対象学校の運営に 

資する活動を行う者 
大原 一人 地域コーディネーター 

 

(２) 解任の事由 

 委員本人から辞任の申出があったため 

（規則第 16 条第１項第１号） 

 

２ 委員の任命について 

 規則第８条第２項の規定により、以下のとおり新たな委員を任

命する。 

(１) 任命する委員  
選出区分 氏 名 所属等 

1 対象学校の運営に 

資する活動を行う者 
大森 康年 地域コーディネーター 

 

(２) 任期 

  任命の日から令和８年３月 31 日まで 

 

３ 根拠 

〇安曇野市学校運営協議会の設置等に関する規則（令和３年教育

委員会規則第５号） 

（委員の任命） 

第８条 協議会の委員（以下「委員」という。）は、10人以内

とし、次に掲げる者のうちから、校長から意見を聴取し、教
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安曇野市情報公開条例（平成18年安曇野市条例
第５号）第５条 第１項第２号に規定する個人
に関する情報であって、特定の個人が識別され
、又は識別され得るものに該当するものである
ため、非公開とします。



育委員会が任命する。 

(1) 対象学校の通学区域の住民 

(2) 対象学校の生徒又は児童の保護者 

(3) 対象学校の運営に資する活動を行う者 

(4) 校長 

(5) その他教育委員会が適当と認める者 

２ 委員の辞職等により欠員が生じた場合には、教育委員会は

速やかに新たな委員を任命するものとする。 

（任期） 

第10条 委員の任期は２年以内とし、再任を妨げない。 

２ 第８条第２項の規定により新たに任命された委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

（委員の解任） 

第16条 教育委員会は、委員が次の各号のいずれかに該当する

場合は、当該委員を解任することができる。 

(1) 本人から辞任の申出があった場合 

(2) 第９条に反した場合 

(3) 心身の不調のため職務を遂行することができないと認め

られる場合 

(4) その他解任に相当する事由が認められる場合 

２ 校長は、委員が前項各号のいずれかに該当すると認められ

る場合は、直ちに教育委員会に報告しなければならない。 

 

〇安曇野市教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に

委任する規則 （平成 17 年教育委員会規則第５号） 

（委任事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する

事務を安曇野市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）

に委任する。 

(８) 附属機関の委員その他の非常勤の職員の任免及び委嘱

に関すること。 

 

（以 上） 
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議案第２号 教育部 各課 

令和６年９月 19 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 

課名 共催 後援 

学校教育課  ２件 

生涯学習課  ２件 

文化課   

子ども家庭支援課  ３件 

               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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申請書等はｍ安曇野市情報公開条例 （平成18年安曇野市条例第５号）第５条第１項
第２号に規定する個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、又は識別され
得るものに該当するものであるため、非公開とします。
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〇
学

校
教
育

課
 

  
 

 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

Y
e
a
rn

e
r

藤
原

　
優

希

市
内

の
小

・
中

学
生

や
ご

家
族

に
今

回
の

行
事

に
参

加
し

て
も

ら
う

た
め

。

9
月

4
日

令
和

６
年

1
0

月
1
9

日
（
土

）
明

科
公

民
館

将
来

の
夢

に
対

し
て

の
目

標
の

た
て

方
や

前
向

き
な

考
え

方
を

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
し

な
が

ら
楽

し
く

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

自
信

が
持

て
る

よ
う

に
な

る
話

（
講

演
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
１
枚

の
紙

に
親

子
で

将
来

の
夢

に
つ

い
て

絵
を

描
く

）

-
-

-
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

■
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

キ
ッ

ズ
ス

ク
ー

ル
主

催
：
Y

e
a
rn

e
r

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

シ
ャ

イ
ン

マ
ム

吉
田

　
美

穂

保
育

園
、
小

学
生

、
中

学
生

を
中

心
に

保
護

者
の

方
々

へ
も

、
こ

の
活

動
を

広
く

知
っ

て
い

た
だ

く
た

め

9
月

1
0

日
令

和
６

年
1
1
月

２
日

（
土

）
温

泉
公

園
お

母
さ

ん
と

子
ど

も
を

笑
顔

に
し

、
地

域
を

盛
り

上
げ

た
い

農
家

さ
ん

と
食

で
つ

な
が

り
た

い

野
菜

、
食

品
、
ク

ラ
フ

ト
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
-

-
-

基
準

第
3

条
第

2
項

に
よ

り
可

■
安

曇
野

　
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
マ

ー
ケ

ッ
ト

主
催

：
シ

ャ
イ

ン
マ

ム
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〇
生

涯
学
習

課
 

  

 
 

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

ひ
と

と
教

育
を

語
る

会
森

口
　
桂

子

・
生

涯
学

習
と

し
て

部
落

差
別

を
解

消
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ぶ

た
め

。
・
よ

り
多

く
の

人
に

参
加

し
て

も
ら

う
た

め
。

8
月

2
8

日
令

和
６

年
1
1
月

4
日

（
月

）

安
曇

野
市

豊
科

交
流

学
習

セ
ン

タ
ー

「
き

ぼ
う

」
２

F
第

1
学

習
室

映
画

の
上

映
を

通
じ

て
、
部

落
差

別
を

な
く

す
こ

と
の

大
切

さ
を

理
解

し
、
各

自
が

今
後

の
学

習
に

つ
な

げ
る

。

・
入

場
料

　
1
,0

0
0

円
　
中

学
生

以
下

無
料

‐
‐

‐
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

■
映

画
「
S

A
Y

A
M

A
　

見
え

な
い

手
錠

を
は

ず
す

ま
で

」
上

映
会

主
催

：
ひ

と
と

教
育

を
語

る
会

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

檻
の

中
の

ラ
イ

オ
ン

講
演

会
　
in

池
田

町
・
あ

づ
み

の
穂

高
実

行
委

員
会

牧
野

　
勇

気

・
憲

法
に

つ
い

て
学

ん
で

も
ら

う
生

涯
学

習
の

機
会

に
す

る
た

め
・
講

演
会

に
つ

い
て

、
市

民
に

広
く

知
っ

て
も

ら
う

た
め

9
月

9
日

令
和

６
年

1
0

月
3

0
日

（
水

）
穂

高
公

民
館

日
本

で
一

番
わ

か
り

や
す

い
憲

法
の

お
話

と
し

て
有

名
な

楾
弁

護
士

を
お

招
き

し
、
憲

法
の

大
切

さ
を

学
び

、
個

人
と

し
て

の
価

値
観

や
社

会
的

な
意

識
を

育
む

だ
け

で
な

く
、

民
主

主
義

や
法

の
理

解
を

深
め

、
社

会
全

体
に

対
す

る
貢

献
意

識
や

思
考

力
の

向
上

を
目

指
し

、
積

極
的

な
市

民
参

加
や

社
会

貢
献

へ
の

意
欲

を
高

め
る

た
め

の
機

会
と

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

・
弁

護
士

が
教

え
て

く
れ

る
　
生

活
と

憲
法

・
入

場
料

　
当

日
券

一
般

1
,5

0
0

円
、

　
障

害
者

当
日

券
1
,0

0
0

円
　
高

校
生

以
下

無
料

‐
‐

‐
基

準
第

3
条

第
2

項
に

よ
り

可

■
檻

の
中

の
ラ

イ
オ

ン
講

演
会

　
in

　
あ

づ
み

の
穂

高
主

催
：
檻

の
中

の
ラ

イ
オ

ン
講

演
会

　
in

　
池

田
町

・
あ

づ
み

の
穂

高
実

行
委

員
会
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〇
子

ど
も
家

庭
支
援

課
 

  

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

あ
づ

み
野

建
設

労
働

組
合

　
組

合
長

　
小

口
　

久
志

親
子

で
、
も

の
づ

く
り

や
遊

び
の

楽
し

さ
を

感
じ

て
も

ら
い

、
子

ど
も

の
健

全
育

成
を

図
り

た
い

8
月

2
3

日
令

和
６

年
1
0

月
2

0
日

（
日

）
あ

づ
み

野
建

設
労

働
組

合
組

合
会

館
（
堀

金
三

田
）

親
子

で
「
作

る
」
、
「
遊

ぶ
」
、
「
体

験
す

る
」
を

楽
し

も
う

オ
リ

ジ
ナ

ル
写

真
立

て
作

り
、
ゲ

ー
ム

５
種

類
程

度
、
シ

ョ
ベ

ル
カ

ー
乗

車
体

験
-

-
-

基
準

第
３

条
第

２
項

に
よ

り
可

■
あ

づ
み

野
建

労
　

わ
く

わ
く

　
こ

ど
も

遊
び

広
場

主
催

：
あ

づ
み

野
建

設
労

働
組

合
　
技

術
青

年
部

種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

特
定

非
営

利
活

動
法

人
C

F
M

実
行

委
員

会

近
隣

で
あ

る
安

曇
野

市
の

子
ど

も
た

ち
に

も
知

っ
て

も
ら

い
、
来

場
い

た
だ

き
た

い
た

め
。

運
動

ば
な

れ
の

子
ど

も
た

ち
が

運
動

を
身

近
に

感
じ

て
、
す

こ
や

か
に

健
康

に
過

ご
せ

る
き

っ
か

け
に

な
る

イ
ベ

ン
ト

に
し

た
い

た
め

。

9
月

9
日

令
和

６
年

1
0

月
2

0
日

（
日

）
ラ

ー
ラ

松
本

屋
内

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

年
齢

性
別

、
障

が
い

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、
み

ん
な

一
緒

に
運

動
を

楽
し

み
、
運

動
を

身
近

に
感

じ
て

い
た

だ
き

た
い

と
企

画
し

ま
し

た
。

各
種

運
動

体
験

、
ダ

ン
ス

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

■
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
タ

主
催

：
特

定
非

営
利

活
動

法
人

C
F

M
実

行
委

員
会
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種
別

(後
援

)

申
請

者
申

請
理

由
申

請
日

開
催

日
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
5

R
4

R
3

所
管

課
意

見

宗
教

法
人

　
高

山
寺

子
ど

も
達

の
洋

服
を

捨
て

る
の

で
は

な
く

、
ま

た
新

し
い

持
ち

主
へ

循
環

し
た

い
た

め

9
月

1
2

日
令

和
６

年
1
1
月

1
7

日
（
日

）
高

山
寺

　
会

館
資

源
の

循
環

、
子

育
て

世
代

の
支

援

サ
イ

ズ
ア

ウ
ト

し
て

ま
だ

着
ら

れ
る

子
ど

も
服

を
集

め
、
検

品
し

、
提

供
す

る
。
お

弁
当

の
予

約
販

売
、
保

育
園

の
入

園
準

備
品

の
相

談
、
販

売
会

-
-

-
基

準
第

３
条

第
２

項
に

よ
り

可

■
お

さ
が
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報告第１号 教育部 

令和６年９月19日提出  

  

タイトル 安曇野市議会 令和６年６月定例会における一般質問等について 

要旨 市議会６月定例会の一般質問の概要等について報告するもの 

説明 

 

１ 期日 

令和６年６月14日（金曜日） 

６月17日（月曜日） 

６月18日（火曜日） 

 

 

２ 概要 

 別紙のとおり 
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令和６年６月議会 一般質問（教育関係）要旨 

 

◇ 林  孝 彦 

１ 明科地域での教育による地方創生の推進の目標と取組はどうか。 

２ 明北小学校への小規模特認校制度の導入の進捗状況と今後の取り組みは。 

３ 明北小学校等に移住サポート住居整備等の各種支援制度を要望する。 

○教育長 

１ こども園、小・中学校で学ぶ子どもたちが郷土への愛着と誇りを持ち、志を高く、未来を

開いていく姿を目指し、早く学校に行って学びたいと、児童生徒が思えるような特色ある教

育や、地域からも必要とされる魅力ある学校づくりに努めている。今年度は教育振興基本計

画の策定を目指している。 

〇教育部長 

２ 令和６年３月に制度決定の案内を配布、６月には市内の対象児童に対してリーフレットを配布

する。ホームページへの掲載、募集を開始した。 

３ 実態として区域外就学についての具体的な相談はない。相談があった場合には個々の事情に即

して判断していく。 

 

◇ 一 志 信一郎 

１ 新しくできたマウンテンバイク等、自転車等の体験をさせてはどうか。 

２ 市民へのマウンテンバイクの教室等の開催や市の観光協会や民間業者との連携はどのよ

うに進めていくか。 

３ 市と地域大学との連携について、市内小中学校での実施状況と感想について。 

４ 地域大学との連携の実践を基に、これからの目標は。 

５ 地域活性化を進める上で、地域大学との連携をどのように図っていくか。 

○教育部長  

１ 各学校の体験学習を検討する際の選択肢の一つとなるよう、マウンテンバイクコースに関

する情報提供や紹介を行ってまいりたい。 

２ 現在教室等の開催はない。要請があれば、公民館講座としての開催を研究していく。 

３ 小学校で松本大学学生が学校支援ボランティアとして学習支援や清掃校内環境整備、放課

後の見守りを行った（10月から12月）。活動を通じて、将来教員になりたいとの思いを強く

できたとの声があった。 
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〇教育長 

４ 大学生が学校ボランティアや教育実習を通して児童生徒と直接触れ合うことで、教師の魅

力を改めて実感し、教職への興味、関心、意欲を高めて欲しい。 

５ 公民館の事業に協力いただくことで、学生の新鮮なアイデアとエネルギーが地域活性の活

力になることを期待している。一層の連携を図りたい。 

 

◇ 中 村 今朝子 

１ 生活困窮や性被害。DVなどに苦しむ女性への支援の充実について、社会参画を育む保護施設

の設置が求められる。教育部長の見解について伺いたい。 

２ 女性相談支援員の充実のために今後どのような対応をしていくのか。 

○教育部長 

１ 福祉事務所にて聞き取りと相談者の意向に沿った支援を実施している。携帯電話等の利用制限

（被害者の居場所特定による被害拡大懸念のため）により入所を断念することがないよう関係機

関や施設設置者との調整を行い、丁寧な支援を実施していきたい。 

２ ４月より社会福祉士１名の増員を図っている。関係職員へ精神保健や経済的困窮への支援方法

等についての研修を実施し、職員の資質向上に努めていく。 

 

◇ 猪 狩  久美子 

１ 小中学校の指定品や補助教材の購入・給食費、修学旅行に準ずる社会見学などの費用

として幾らくらいかかるのか。 

２ 一時期しか使用しない学用品は学校の備品として備え付けるなどして保護者負担を減

らすような考えはあるのか。 

３ 制服のリユースシステムについてどのように考えるか。 

４ 給食費について 

① 材料等が値上がりした場合、値上がり分はこれまでどおり公費負担か 

② 市として無償化の検討がはじまっているのか 

○教育部長 

１ 保護者負担経費としては、教材費や校外活動費に係る各学年の金額の平均としては、令和

４年度、小学校１年生２万1,699円、２年生１万7,931円、３年生２万804円、４年生２万

2,522円、５年生２万4,940円、６年生５万6,733円、中学校１年生４万2,747円、２年生３万

5,647円、３年生９万543円。令和５年度の小中学校で修学旅行に係る総費用の平均（お小遣

い込）は、小学校で３万7,667円、中学校では６万4,009円。 
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２ 公費負担による保護者負担の軽減検討については、市教育委員会と市内小・中学校の事務

職員で組織する学校事務研究会が共同して取り組んでいる。学校登山において医師・看護師

の経費を公費負担とするなど見直しは実施している。 

３ 現在PTAや学校主体で４校にて実施。制服や運動着、上履きなどは学校によってデザイン

が異なるためそれぞれ学校やPTAにて取り組むのが望ましいと考える。 

４①今後物価高騰があれば、安曇野市学校給食センター運営委員会に諮り方針を決定する。 

②こども未来戦略による国・県の動向を注視しているところ。このため、現時点では給食費

の無償化については考えていない。 

 

◇ 小 林 純 子 

１ 女性支援新法施行に当たり、相談体制の充実や関係機関との連携等について政策的な面で見

通しはいかがか。 

２ 今回の法整備による変化がここまでの４月、５月、６月とあったか。 

３ 厚生労働省のホームページ（支援ポータルサイト）に安曇野市が載っていない。窓口及び対

応状況について出るようにしてほしい。 

○教育部長  

１ 福祉事務所にて支援を行っている。担当者のみでの支援は困難なため複数の課や外部関係

機関と連携し、支援を行っていく。 

２ 今年度に入って特別相談件数が増えたという経過はない。 

３ 厚生労働省のホームページについては把握ができていないため、確認の上窓口が分かるような

形でお知らせできるようにしたい。 

 

◇ 増 田  望三郎 

１ 学校の長寿命化計画の中で、CO₂削減やゼロカーボンなど、具体的には断熱対策に関す

る検討が組み込まれているか。 

○教育部長 

１ 現状は冷房と遮熱カーテンの設置にて室内温度の管理を図っている。小中学校にて緑のカ

ーテンの設置を促していきたい。建物自体の断熱化については、今後大規模改修に併せ調

査を行っていく。具体的には、複層窓の導入など対策を考えている。 
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◇ 臼 井 泰 彦 

１ 待機児童を生まないための受け入れ施設、分室の拡大計画の策定が必要と考えるが、いつ頃

計画を立てるのか。 

２ 放課後児童健全育成事業の設備について、クールダウン対応が必要な子どももいるが、どの

ような状況か。 

３ 穂高北小学校から穂高北部児童館への通路について 

① 雨天時は靴が濡れることや危険箇所を避けるため保護者の車の出入りが多い箇所を通るこ

とになる。よって分室がある校舎南側脇に一段高い通路を設けるか、校舎北側を通路

にすることが必要ではないか。 

② 南グラウンド東側の駐車場を通るのは危険だと考えるが、その辺りの対応は。 

４ 穂高西小学校の分室について、２つの分室が100ｍ以上離れており、保護者が不便かつ

職員も緊急時に連携が取りにくい。今後の課題となっているか。 

５ 児童クラブ分室から給湯器がないと聞いているがなぜか。 

６①児童館のパートやアルバイト職員の賃金について毎年の適正な見直しと改善をどう図っ

ていくか 

②賃金が改定されたのはいつになるか、職員の申込をされる人は認定こども園との賃金比

較をされるのか。 

７ 多様な子どもに対応するためには職員の確保と職員の働く環境整備、指定管理者への支

援が必要だが、どのような支援ができるか。 

８ 児童クラブの子どもが遊びたい友達と児童館で遊ぶ日をつくる他、夏休み中は明科児童館に

おいて何日か児童クラブを開設してはいかがか。 

９ 2023年度の教員の時間外勤務はどうだったのか、安曇野市について改善は見られたの

か、見られたとしたら前年度と比べてどのような改善をされたのか。 

10①昨年度、年度途中で教員の療養休暇や退職のために補充が必要なのに、補充出来ないことが

あったか。 

②同様に、特別な支援の必要な学級が生じて新たに教員配置が必要になっても増員できなかっ

た事態があったか。 

11 教員の健康の実情、その状況をどう見るか。 

12 週当たりの担当時間別の人数やその割合がどうなっているか。 

13 授業時間と授業関連の仕事の準備に１日平均どのくらい時間をかけているか。 

14 教員の長時間の時間外勤務を縮減が必要。残業代不支給制度の廃止、教員定数の改善、過大

な授業時間数の削減などの課題にどう取り組むのか。 
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○教育部長  

１ 令和４年度の実績を基に、令和14年度までの10年後を見越した整備を進めている。 

２ 条例の基準により、遊び、生活の場、静養するためのスペースとして、児童１人当たり

1.65㎡以上の専用区画を設けることとしている。静養が必要な児童のために、アコーディオ

ンカーテン等で空間的な独立性を保ち、簡易ベッドを用意するなどの対応をしている。 

３①グラウンドがぬかるんでいる場合の通学方法について検討していく。 

②土を入れる等の対応も含めて、今後通所方法について検討していく。 

４ 特別支援学級等の増加等で教室の余裕がない中で提供いただき整備したものである。 

５ 児童クラブ中も学校生活と同じ通常の水道水を使っており、クラブ室への給湯器設置はし

ないという方針で進めてきた。予定していない。 

６①指定管理者から事業年度ごとに提案される事業計画・収支計画を基に年度協定を締結し、

指定管理料を決定している。 

②個々の改定の経過については把握していない。 

７ 指定管理者、小学校とも研究していく。 

８ 今後、児童クラブの実施について、学校施設の利用が増えていくことが考えられるため、

児童館自由来館者との交流を頻繁に行うことは難しくなる。児童館のイベントに児童クラブ

生が企画から参加する場面をつくるなど交流の機会づくりを続けていきたい。 

９ 令和５年度の常勤教職員の時間外勤務の状況（月平均）は、小学校では1人当たり32時間

20分、休日勤務１時間21分、持ち帰り仕事１時間48分。中学校では、１人当たり時間外勤務

33時間19分、休日勤務５時間２分、持ち帰り仕事１時間６分。全体では、１人当たり時間外

勤務32時間45分、休日勤務２時間53分、持ち帰り仕事１時間31分。令和４年度は、小学校で

は、１人当たり時間外勤務37時間14分、休日勤務１時間30分、持ち帰り仕事２時間26分。中

学校では、１人当たり時間外勤務37時間33分、休日勤務５時間47分、持ち帰り仕事１時間31

分。全体では、１人当たり時間外勤務37時間21分、休日勤務３時間16分、持ち帰り仕事２時

間３分。この２年を比較すると全て縮減している。 

10①今年度当初に教員の欠員はないが、市費で配置予定の支援員が１名欠員の状態となってい

る。年度途中に担任が休職し、教頭が担任を年度末まで務めた学校が２校あった。 

②ない。 

11 おおむね元気。５月末現在代替者が必要な療養休暇取得者は２名。時間外勤務時間が長時

間に及ぶ教職員には、カウンセリングや産業医の受診等が制度化されている。 

12 令和５年度では１から20コマ181名、21コマ以上241名。割合は、１から20コマ42.89％ 

21コマ以上57.11％。市内の教員は、１日平均で４コマ以内の授業を持つ教員が約４割、４
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コマ以上の授業を持つ教員が約６割。 

13 授業の持ち時間以外の授業準備等の時間に充てている。勤務時間内に全てを行うことは難

しい。 

〇教育長 

14 市教委も会議の精選、会議時間の短縮、ICT機器を活用した会議の工夫など実施。保護者

に対し夕方６時以降学校への連絡を控えてもらうように通知し、大分改善されたと聞いてい

る。本年度は音声機能応答付き留守番電話の導入に向け準備中である。 

（以 上） 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部  文化課 

令和６年９月 19 日提出 (課長)三澤 新弥  (担当)逸見 大悟 

  

件名 
安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会）専門調査員の委嘱等につい

て 

要旨 

安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会）専門調査員が本年 10 月 31

日をもって任期を迎えるにあたり、改めて専門調査員を委嘱（市職員に

あっては任命）することについて報告するもの。 

説明 

１ 専門調査員 

別紙のとおり 9 人 

 

２ 任期 

 令和 8 年 10 月 31 日まで 

 

３ 根拠 

○安曇野市誌編さん専門調査会設置要綱 

（設置） 

第１条 安曇野市誌編さんに関する調査・執筆等の実務を的確かつ効

率的に行うため、専門調査員で構成する安曇野市誌編さん専門調査

会（以下「調査会」という。）を設置する。 

（専門調査員） 

第２条 前条に規定する調査会の専門調査員は、安曇野市市誌編さん

計画に沿って学識経験者の中から安曇野市教育委員会（以下「教育

委員会」という。）が委嘱又は任命する。 

（任期） 

第３条 専門調査員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（部会） 

第４条 調査会に専門調査員３人以上で構成する次に掲げる部会を安

曇野市市誌編さん計画に沿って置く。 

(１) 民俗部会 

(２) 考古部会 

(３) 自然部会 

(４) 近現代部会 

(５) 中近世部会 

(６) 地域資料調査部会 

（以 上） 
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安曇野市情報公開条例（平成18年安曇野市条例
第５号）第５条 第１項第２号に規定する個人
に関する情報であって、特定の個人が識別され
、又は識別され得るものに該当するものである
ため、非公開とします。



 

安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会）専門調査員 

（委嘱）  
氏  名 所 属 等 民俗編 分担 

1 多田井 幸視 長野県民俗の会会員 建築関係・民家の暮らし 

2 福澤 昭司 長野県民俗の会委員 監修 葬送儀礼・社会生活 

3 倉石 あつ子 元跡見学園女子大学教授 養蚕・天蚕・蚕種・女性と男性・

老人と子ども 

4 巻山 圭一 松本大学教職センター専門員 安曇野と安曇族・生業と人の行

き来 

5 三石 稔 長野県民俗の会会員 オフネ祭りを中心とする祭り全

体 

6 臼井 ひろみ 松本市役所財政部納税課 年中行事と食 

7 小原 稔 松本市教育委員会文化財課係長 信仰と石造物 

8 武井 成実 松本市立博物館 学芸員 社会生活等 

 

（任命）  
氏  名 所 属 等 民俗編 分担 

1 宮本 尚子 豊科郷土博物館学芸員 出産・子育て（衣食を含む） 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年９月 19 日提出 (課長)山越 寿彦 (担当係長)古畑 瑞恵   

  

タイトル 
令和６年度（債務負担行為）豊科中央児童館建設事業新築工事請

負契約について 

要旨 
豊科中央児童館建設事業新築工事の請負契約について、市議会９

月定例会において議決されたので報告するもの。 

 

１ 契約の目的 

令和６年度（債務負担行為）豊科中央児童館建設事業 新築工

事 

 

２ 契約の方法  一般競争入札 

 

３ 契約金額   329,417,000 円 

 

４ 契約の相手方 

  長野県安曇野市豊科 4932 番地 39 

  株式会社 佐原建設（代表取締役 佐原良彦） 

 

５ 新施設の概要 

 (１) 建築場所 安曇野市豊科 4412 番地 1 

 (２) 敷地面積 945.25 ㎡ 

 (３) 構造規格 木造 平屋建て 

 (４) 建物面積 (建築面積)439.93 ㎡、(延床面積)428.75 ㎡ 

 

６ 今後のスケジュール 

 令和６年 10 月８日（火） 起工式 

 令和６年 10 月～令和７年９月 建築工事 

 令和７年 10 月 竣工式予定 

 令和７年 11 月 開館予定 

 

７ 建替工事中の豊科中央児童館機能について 

  代替施設 豊科老人福祉センター(安曇野市豊科4030番地1) 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第４号 教育部 子ども家庭支援課 

令和６年９月 19 日提出 (課長) 山越 寿彦 (担当係長)赤羽 賢一   

  

件名 
令和６年度（債務負担行為）安曇野市黒沢洞合自然公園拡張整備工事 

請負契約について 

要旨 

黒沢洞合自然公園整備事業について、実施設計業務が令和６年９月下

旬に完了見込みとなり（トイレ建築設計を除く。）、引き続き公園拡張整備

（土木）工事を以下の内容で進めるもの。 

説明 

１ 工事内容 

 黒沢洞合自然公園整備事業 

（公園拡張整備工事、トイレ建築工事）  （資料参照） 

●拡張面積 13,978 ㎡（開発面積 12,955 ㎡）  

●トイレ 木造、平屋建て 43.40 ㎡ 処理方法 バイオトイレ 

  

２ 今後のスケジュール（予定） 

令和６年 10 月下旬 公園拡張整備工事 入札 仮契約 

令和６年 12 月  公園拡張整備工事 契約案件議案提出 本契約 

令和７年１月    公園拡張整備工事 着手 

令和７年２月    トイレ建築工事  入札 

令和７年４月    トイレ建築工事 着手 

   令和７年12月   公園拡張整備工事・トイレ建築工事しゅん工予定 

    令和８年４月    開園予定 

 

 

 

 

（以 上） 
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報告第５号 教育部 各課 

令和６年９月 19 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課 ３件 

生涯学習課  

文化課 ２件 

子ども家庭支援課 １件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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報告第６号 

 

令和６年度 事業進捗状況報告（懸案事項等） 

１ 学校教育課 
教育総務係・教育指導室・学校教育担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

教育振興基本計画 
  １ 第２回策定委員会 

 ・10 月７日（月）開催予定 

学校保健事業関係 
１ 第 41 回長野県歯科保健大会第３回打合せ会議 

・９/12（木）豊科南小 

１ 第 41 回長野県歯科保健大会 

・10/31（木）豊科南小 

就学時健診業務 

１ 就学時健康診断（【眼科】園事前健診） 

・８/28（水）西穂高 

・８/29（木）穂高、穂高幼稚園 

・９/９ （月）明科南、明科北 

・９/11（水）有明あおぞら、有明の森、北穂高 

 

１ 就学時健康診断 

・９/26（木）穂高南・穂高西小 

・10/10（木）穂高北・明南・明北

小（以上穂高会館合同実施） 

・10/22（火）豊科南小 

就学援助事務 

１ 特別支援教育就学奨励費 

・申請受付 

・認定審査 

 

２ 就学援助費 

・前期支払に係る調査 

 

１ 特別支援教育就学奨励費 

・前期支払に係る調査 

・調査に基づく支給額等変更 

 

２ 就学援助費 

・調査に基づく支給額等変更 

・前期分支払い 

GIGA スクール 

１ ICT 支援員の活用支援 

・各学校への ICT 支援訪問 

 

１ ICT 支援員の活用支援 

 ・授業支援、教職員向け研修 

信濃町立信濃小中学校視察

（11/６(水)） 

２ ICT 教育推進委員会 

 ・穂高北小学校での公開授業 

  信州大学森下孟准教授講演会

（11/28(木)） 

コミュニティスクール

事業 

１ 学校運営協議会運営支援 

・地域学校協働本部連絡会 ９/11（水）三郷地域 

・堀金地域教育関係者連絡会 ９/６（金） 

１ 堀金地域教育関係者連絡会 

・10/22（火） 

学校安全 

１ 学校安全支援事業 

・防災アドバイザーによる学校訪問 

９/９（月）穂高東中（避難訓練等参観・講評） 

 

２ 第１回安曇野市交通安全推進協議会 

 第１回通学路安全部会 ９/19（木） 

１学校安全支援事業 

・９/24（火）三郷中（事前打ち合

わせ） 

 

左記以外 

交通事故０プロジェクト 

・９/21（土）～10/20（日） 

小規模特認校制度 

１ 小規模特認校制度 

・令和７年４月転入学児童の募集業務 実施中 

１ 小規模特認校制度 

・ ９ /26( 木 )明 北 小 オ ー プ ン

DAY 

・９/30(月)学校見学等申込期

限 
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不登校支援 

１ 教育施設連携促進コーディネーターの活動状況 

・民間施設等訪問件数 ６件 

 ・学校訪問による民間施設等を利用する児童生徒

の状況把握、情報交換 ７校 

・８/20(火)高校生と話す会（会場：教育支援セン

ター）の実施 （中学生 10 人＋保護者） 

   高校生３人から、自身の中学時代、高校生にな

ってからの話を聴き、参加した子ども達が、進

路や将来のことを考える機会の１つとした。 

１ 市内の施設を定期訪問 

・市外にて不登校支援等を実施

する施設にも随時訪問 

・中信教育事務所 不登校支援

機関連携推進員との情報交換

会を実施予定（９月～） 

 

キャリア教育 

１ 中学生キャリアフェスティバル 

 ・学校説明会（希望校） 

  ・明科中学校（７/３(水)）・堀金中学校（７

/10(水)）・豊科北中学校（８/28(水)）・穂

高東中学校（９/５(木)） 

 ・豊科南中学校(９/20(金)) 

・第２回事業所向け説明会 

(９/12(木),９/17(火)) 

キャリアフェスティバル公式ＷＥＢサイトの開

設、パンフレット、ポスターの作成 

１ 中学生キャリアフェスティバル 

・ 第 ２ 回 生 徒 実 行 委 員 会

（10/10(木)）本番に向けて打ち

合わせ 

・中学生キャリアフェスティバル

（10/17(木)） 

・第３回生徒実行委員会（11/１

(金)）次年度に向けた成果と課

題の共有 

 

 

 

２ 学校給食課 
学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

給食センター総務費 
１ 給食センター更新計画策定事務 

２ 地産地消の取組み 
２ 地産地消の取組み 

学校給食費会計公

会計事業 

１ 令和６年度給食費第４期振替（９/30（月）） 

 

令和６年度給食費 

小学校 320 円/食 

（うち保護者負担 280 円） 

中学校 375 円/食 

（うち保護者負担 330 円） 

各給食センター管理

運営事業 

１ 所管する学校へ安心で安全なおいしい給食を提

供できるように、施設及び調理環境の整備の実施

（各センター） 

２ 栄養士の学校訪問開始（各センター） 

 

 

堀金給食センター設

備更新事業 

１ 堀金学校給食センター厨房機器等更新工事（９

月） 

・教育委員改修内容視察（９/19（木）） 

・厨房機器等部分使用の開始（9/24（火）） 

１ 堀金給食センター給食提供開

始（10/４(金)）予定 
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３ 生涯学習課  

社会教育係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

中央公民館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ オンライン日本語教室（長野県モデル事業） 

・開催日：8/22～11/28 毎週木曜日 午後 7 時～８時 30 分、

全 15 回 定員 20 名 ※９/10 現在 13 名受講 

２ 第 72 回 長野県公民館大会   

・9/20（金）午前 9 時～午後 4 時、駒ケ根総合文化センター、市

立赤穂公民館（研修会、講演会、分科会を実施） 

３ ５地域公民館ポータブル Wi-Fi 機器の貸出し開始 

 ・10/１（火）～、公民館の会議室等施設利用の方に、無料で貸出。

ただし、公民館を営利目的で利用する場合は、貸出不可。1 日

1 回 2 時間、2 ギガバイトまで。 

４ 第２回総合芸術展実行委員会 10/７（月）午後１時 30 分～、

301 会議室 

５ 第７回公民館長・主事会議 10/７（月）午後３時～、301 会議室 

 

 

 

 

 

 

豊科生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

豊科公民館事業 

 

 

１ 豊科地域文化祭出展等申込期限 ９/17（火）まで  

２ 豊科地域文化祭芸能発表会実行委員会 ９/26（木）午後３時

～ 豊科公民館 

・10/25（金）開 催  

穂高生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

穂高公民館事業 

 

 

 

 

１ 穂高地域文化祭出展等申込期限 ９/13（金）まで  

２ 中房温泉自然観察会 9/27（金）午前 7 時 30 分～午後 4 時

30 分 

３ 健康づくり・親子講座「家族でフラダンス」 9/28（土）午前 9 時

30 分～午前 11 時 30 分 穂高総合体育館フィットネスルーム 

・10/25（金）開催 

三郷生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

三郷公民館事業 

 

 

１ 三郷地域文化祭出展等申込期限 ８/30（金）まで  

２ 生きがい講座 けん玉チャレンジ 9/29（日）午後２時～、三郷

公民館講堂 ※三郷公民館講堂は 11 月１日から令和 7 年 3 月

末まで長寿命化工事のため、使用不可能 

・三郷公民館文化産業

展開催：10/12（土）

～14（月） 

堀金生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

堀金公民館事業 

 

 

 

 

 

 

１ 菊づくり講座⑥堀金 9/26（木）午前９時～、堀金公民館  

２ 堀金地域文化祭出展等申込期限 9/27 日（金）まで 

３ 農業体験講座（圃場へハクサイ苗の定植 間引き） 

 ・9/28（土）午前 8 時 15 分～、田甫集会所ほ場 

４ 拾ケ堰クリーン大作戦（地域学校協働活動） 

 ・10/２（水）午前９時 30 分～午前 11 時 30 分、堀金小学校周辺

の拾ケ堰 

・11/１（金）開催・ 

明科生涯学習係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

明科公民館事業 

 

１ 明科地域文化祭出展等申込期限 

・9/30（月）まで 

・11/１（金）開催 
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４ 文化課 

文化振興担当 

事業 現    況 今後の取り組み 

芸術教育普及事

業 

１ 安曇野AIR2024 

・５～10月：東京藝大出身の作家３名による、滞在、制

作、市民との交流、展示 

・ワークショップ 

小林このみ：「漆塗り小皿絵付けワークショップ」 

２回目：９月20日（金）、きぼう 

布下翔碁：９/４（水）明北小学校ワークショップ 

 ９/５（木）、６（金）豊科東小学校ワークショップ 

１ 展示 

 10/10（木）～22（火） 

 みらい展示ギャラリー、安曇野髙橋

節郎記念美術館 

 

若月美南：10/12（土） ワークショ

ップ「他人（ヒト）の目でみる美術

館」 

2 東京藝大交流事業 ２ 10 月 楽器演奏指導 

参加校：堀金・明科・豊科北・穂高

西中学校 

3 京都芸術大学連携 

・ヨウ ギ プロジェクト 

高校生とコラボレーション作品制作 ８/2日（金）、29

（木） 南安曇農業高校 

・京都芸術大学連携 2024「AKAP 夏展」 

９/23（月・振）～10/１（火） 

安曇野髙橋節郎記念美術館主屋・南の蔵、田淵行男

記念館、飯沼飛行士記念館、貞享義民記念館 

 

4 新進音楽家コンサート ４ あづみの新進音楽家コンサート

2024 12/７(土) 

5 熊井啓顕彰事業 

・熊井啓映画上映会「日本の黒い夏 冤罪」 ９/28（土） 

豊科公民館ホール 

 

6 ミュージアム活性化事業 

・美術館博物館年間予定表 小中学生を同伴した保護

者の入館料を無料とするパスポートの発行(全児

童・生徒へ配布)、７月利用者47人、８月利用者84

人 

６ 美術館・博物館 無料開館日：

10/５（土）～６（日） 

7 ０歳からのミニコンサート 

 

７ 第２回 11/８(金)（明科公民館） 

文化団体補助事

業 

1 『安曇野文化』刊行 

・第52号（夏号）８/31発行 

１ 第３回編集委員会 10/18（金） 

2 信州安曇野薪能 ８/24（土）午後５時30分開演  

入場者数：約500人 

 

3 ちくに生きものみらい基金充当事業 ９/27（金）穂高

公民館 中房温泉 

・10/７（月）三郷小３年 大王わさび

農場 外 

・10/16（水）豊科東小３年 天蚕セ

ンター 外 

・10/28（月）豊科東小５年 烏川渓

谷緑地 

・10/29（火）堀金小１年  

文化振興総務 

 ・博物館協議会 

第２回 10/29(火)10:00～本庁舎

301。 
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指定管理施設の

事業 

1 豊科近代美術館 

・小林邦展 ９/20(金)～10/20(日)  三郷交流学習

センター 「ゆりのき」 

2 田淵行男記念館 

・田淵行男写真展「秋色山行」 ９/３日（火）～令和７年１

/19（日） 

・澤井俊彦写真展「クマの記憶」 ９/10（火）～12/1（日） 

3 髙橋節郎記念美術館 

・生誕110年記念展 ９/14（土）～12/１（日） 

 

 

 

２ 第７回田淵行男賞写真作品公募 

応募受付 12/１（日）から令和７

年２/28（金）まで 

 

３・北穂高芸術展 10/26（土）～

11/24（日） 

・空調工事、照明LED化等の改修

のため休館12月～令和７年３/31

予定 

博物館担当 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

豊科郷土博物館

教育普及事業 

１ 夏季企画展「絵図から何がわかるか！」 

 企画展関連イベント・「大きな古い地図をみよう」 

第２回 明治初期の筑摩県第十大区地図 

期日:８/24(土)・25(日) 参加者:12 人 

・講座「藩領図から見える大事件～隣村が、同じ藩でな

くなった～」 期日:９/７(土) 参加者:15 人 

１ 講座「古地図をもってムラを歩こ

う」 期日:９/22(日・祝) 

貞享義民記念館

教育普及事業 

１ こどもとおとなの<かたちあそび>講座 第２回 

・「消しゴムハンコでオリジナルバッグを作ろう！」 

期日:８/10(土) 参加者:15 組 

・第３回「カタチのメリーゴーランド」 

期日:８/11(日) 参加者:18 組 

２ 信州ゆかりの作家展 

・会期：７/21(日)～８/15(木) 参加者:98 人 

３ 人権ポスター展  

・会期：８/24(土)～９/１(日) 参加者:16 人 

１ 白鳥写真愛好会展  

・会期：９/14(土) 

～９/23(月・祝) 

２ 2024 AKAP 夏展  

・会期：９/23(月・祝) 

～10/１(火) 

 

文書館施設運営

管理事業 

１ 重要文書等収集・整理（公開資料点数） 

・公文書 54,958 点、地域資料 55,012 点(８月末現

在)(８月新規点数/公文書 426 点、地域資料 370

点) 

 

市誌編さん事業 
１  安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会）（９

/24(火)） 

 

文書館教育普及

事業 

１ 後期企画展「小説『安曇野』完結50周年企画 邂逅」 

 会期：９/８(日)～12/27(金)  文書館講座「臼井と

紡ぐ」（９/15（日）） 

 

  文化財保護係 

事業（懸案事項） 特記事項 今後の取り組み 

文化財保全事業 
１ 安曇野市文化財保存活用地域計画 

・策定支援業者と打ち合わせ（随時） 

・市民向けワークショップの実施

（10/12,10/26,11/９ 

…いずれも(土)） 

図書館係 

事業(懸案事項) 現    況 今後の取り組み 

全館事業 

図書館フェスタ 

１ カードケースのプレゼント 

 ・８/24（土）～９/８（日）全館 

２ リサイクルフェア 

 ・中央図書館 ９/７（土）～９/13（金） 

 ・豊科・三郷・堀金・明科図書館 ９/７・８ 
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３ 「宮下すずかさん講演会」 

 ・９/７（土）みらい  参加者：79 人 

４ おはなしのとびら 

 ・９/７（土）みらい   

 ・参加者：子ども 25 人・大人 26 人 合計 51 人 

５ コマとヨーヨーを作って遊ぼう！ 

 ・９/７（土）きぼう 参加者：７組 

６ スペシャルおはなしかい～うみへいこう～ 

 ・９/７（土）ゆりのき  

 ・参加者：子ども 20 人・大人 18 人 合計 38 人 

７ マーブリングでうちわを作ろう！ 

 ・９/７（土）ひまわり 参加者：５組 

８ ビブリオバトル 

 ・９/８（日）みらい 発表者：５人 観覧者：20 人 

９ 牛乳パックで小物入れ作り！ 

 ・９/８（日）堀金支所 参加者：７人 

 

中央図書館 
１ 映画上映会「アイアン・ラーキン」 

 ・９/13（金） みらい  午後６時～ 

 

三郷図書館 
１ 三郷図書館講座②「和綴じ本を作ってみよう」 

 ・10/５（土）  ゆりのき  

 

堀金図書館 

１ 映画上映会「忍たま乱太郎の宇宙大冒険 

With コズミックフロント」 

 ・８/８（木）堀金公民館  

 

明科図書館 

１ 映画上映会 

 「すみっコぐらし 青い月夜のまほうのコ」 

 ・８/１（木）ひまわり  
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５ 子ども家庭支援課 
子ども子育て政策係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童クラブ整備事

業 

１ 教室改修工事等の進捗状況 

・豊科東小児童クラブ 被服室改修工事 実施中  

７月～10 月 

・明南小児童クラブ 普通教室改修工事 実施中 

７月～11 月 

 

第３次安曇野市子

ども・子育て支援

事業計画策定業

務 

１ 子ども・子育て会議 委員公募 

・ ～９/20（金） 

１ 子ども・子育て会議 

・９/30（月） 午後１時 30 分～ 

本庁舎３階 全員協議会室 

 

こども計画策定業

務 

 １ こども計画策定検討会議 

・９/30（月） 午後３時 30 分～ 

本庁舎３階 全員協議会室 

黒沢洞合自然公

園整備事業 

１ 土地利用審議会 

・特定開発事業認定証の交付 ９/３（火）  

２ 実施設計業務 

・履行期間 ３月～11 月（９/19（木） 一部検査実施） 

１ 開発事業の承認手続 開始 

あづみの自然保

育ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ事

業 

１ 園庭田んぼ事業有明あおぞら認定こども園 稲刈り 

・９/13（金）午前９時～ 

 

子育て給付係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

物価高騰家計支

援給付金(子育て

世帯分)  

１ 令和６年度住民税「非課税」等世帯の 18 歳以下の子

どもについて、１人当たり５万円を支給開始 

・対象 約 200 件 

１ 申請書類を審査の上、随時支

給 

児童手当 制度改

正 

１ 制度改正により新たに受給者になると思われる世帯

に申請書類を送付 

・対象 約 3,300 件 

１ 初回支給の12 月までに申請を

促すとともに審査・入力処理を

実施する 

児童青少年係 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童館維持管理

事業 

１ 令和７年度児童クラブ入所申請受付 

・９/24（火）～10/18（金） 

 

豊科児童館整備

事業 

 １ 豊科中央児童館建設工事起工

式 

・10 月８日（火）豊科中央児童館

建設予定地 午前 10 時 30 分 

（安全祈願祭 午前 10 時～） 

青少年体験事業 １ 信大不破先生と学ぶ子どもプログラミング体験 

・９/７（土）、８（日）、21（土） 〈全３回〉 

401 会議室 午前９時 30 分 

２ ジュニアリーダー養成講座①「ｅスポーツ大会」 

・９/14（土） 堀金公民館講堂 午後１時 15 分 

３ 福岡市東区交流事業 

・９/14（土）～16（月・祝） 福岡県福岡市 
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子ども会育成会支

援事務 

 １ 第３回常任委員会 

・10/３（木） 共用会議室 305 

午後７時 

２ 松本地方子ども会育成連絡会

安全講習会、育成者講習会 

・10/５（土） 松本市なんなんひろ

ば 午前 10 時 30 分、午後１時 

放課後子ども教室

実施事業 

１ わいわいランド実施 

・毎週水曜日 市内 10 小学校 

 

子ども家庭相談担当〈子ども発達支援相談室〉 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

児童発達支援事

業 

１ 遊びの教室 

・９月は６回実施 

こあら（１歳児）穂高（９/６（金）、９/25（水）） 

こあら（１歳児）豊科（９/３（火）、９/19（木）） 

いるか（２歳児）穂高（９/９（月）、９/30（月）） 

２ 発達相談日（親子であっぷっぷ） 

・９月は４回実施（９/４（水）、９/11（水）、９/18（水）、 

９/26（木）） 

３ 運動発達相談日（はいはいたっち） 

・９月は４回実施（９/６（金）、９/10（火）、９/13（金）、 

９/27（金）） 

４ ことばの相談日 

・９月は２回実施（９/５（木）、９/12（木）） 

５ 親子で遊ぼう教室 

・９月は１回実施（９/12（木）） 

６ 子育て学習会 

・９月は実施なし 

 

１ 遊びの教室 

・10 月は９回の実施を予定 

 

 

 

２ 発達相談日 

・10 月は５回の実施を予定 

 

３ 運動発達相談日 

・10 月は４回の実施を予定 

 

４ ことばの相談日 

・10 月は２回の実施を予定 

５ 親子で遊ぼう教室 

・10 月は１回の実施を予定 

６ 子育て学習会 

・10 月は３回の実施を予定 
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６ こども園幼稚園課 

保育幼稚園担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

穂高認定こども園改修事

業ボイラー更新等工事に

ついて 

穂高認定こども園改修事業ボイラー更新等工

事 

 

工事日程 令和６年７/３（水）～12/17（火） 

 

工事内容 

・既存温水ボイラーの更新 

・エアコン３台設置 

・園外構工事外 

 

 

 

 

 

 

 

南穂高認定こども園園舎

改修工事について 

南穂高認定こども園園舎改修工事 

 

工事日程 令和６年７/９（火）～令和７年１/10

（金） 

 

工事内容 

・照明のＬＥＤ化 

・天窓雨漏れ修繕 

・テラスの庇交換外 

 

公立園体験保育実施につ

いて 

公立園体験保育実施について 

 

期日 令和６年 10/16（水）、10/17（木） 

   午前 10 時から 11 時まで 

内容 令和７年度新たに入園する児童が集団

での遊びを体験する 

対象 令和７年度新たに入園を希望される年

少から年長クラスの児童 

 ※ 体験入園を希望される方は電子申請を

行う 

 

 

 

 

 

・入園に向けて保護者からの相談

を受ける 

・園に慣れることでスムーズな入園

に繋げる 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第９号 教育部 学校給食課 

令和６年９月 19 日提出 (課長) 西澤弘修 （担当係長）柴田裕佳  

  

タイトル 堀金学校給食センターの給食提供再開について 

要旨 

老朽化による堀金学校給食センターの厨房機器等の更新工事

に関し、施設の部分使用の見込みが立ったことから、10 月より

給食提供を再開することを報告するもの。 

 

１ 経 過 

堀金学校給食センターは厨房機器等更新工事により、本年

４月より給食センターを休止し工事を進めてきた。 

当初、本年 12 月の給食の再開を予定していたが、工事資材

の入手が順調だったこと等から施設の部分使用の見込みが立

ったため、10 月から提供を再開することとしたもの。 

 

２ 提供再開日 10 月４日（金） 

 

３ 今後のスケジュール  

９月１９日（木）教育委員会報告 教育委員現場視察 

９月２０日（金）福祉教育委員会報告 

 ９月２４日（火）部分使用開始 

10 月 ３日（木）午前 給食試作 

       午後３時 堀金給食センター使い始めの式 

  

(以上) 
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